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Red Hat OpenStack Platform は、
強化されたセキュリティ機能を備
えた信頼性の高いパブリックおよ
びプライベートの OpenStack ク
ラウド環境の開発、デプロイ、ス
ケーリング、管理を支援する実証
済みの基盤です。

Red Hat の OpenStack テクノ
ロジーにおけるリーダーシップ
オープンソース・コミュニティのプ
ロジェクトである OpenStack は
急速に発展し、変化しています。 

2011 年から OpenStack プロジェ
クトの最大のコントリビューター
として、Red Hat は長期的な安定
性と、エンタープライズ向けソフト
ウェアのライフサイクル管理と実
稼働レベルのサポートの統合を可
能にし、リスクの排除に貢献して
います。

製品概要
 Red Hat® OpenStack® Platform は、オープンなコミュニティ主導のイノベーションと、エンタープライ
ズレベルの規模と信頼性を兼ね備えています。これにより、新しい差別化されたアプリケーションとサー
ビスを、実証済みの柔軟でスケーラブルな OpenStack パブリッククラウドまたはプライベートクラウド環
境で提供できます。

 Red Hat OpenStack Platform は、オープンで柔軟な、進化し続けるイノベーションを原動力としてい
ます。既存の企業も新興の企業も、それぞれのビジネス上の利益の実現を加速するために必要なクラウド
環境を確実に構築できます。

特長とメリット 

 Red Hat OpenStack Platform は、クラウド・インフラストラクチャのコアからエッジに至るまでの実
績のある統合テクノロジーをベースとする、柔軟でスケーラブルなクラウド環境を構築するための機能と
特長を備えています。

 Red Hat OpenStack Platform によるクラウド・インフラストラクチャは、現在の重要なワークロード
に適した実証済みの基盤を提供します。また、ハイブリッドクラウドやクラウドのエッジ、さらなる先進技
術を導入するための今後の道筋を示します。

表 1. 継続的な運用管理

特長 メリット

Red Hat OpenStack Platform 
director デプロイメントによる 
単純化

Red Hat OpenStack Platform director Operator を OpenShift 
Virtualization 上で使用して、OpenStack 環境の計画、デプロイ、
管理を行うことができます。Red Hat OpenStack Platform には 
Red Hat OpenStack Platform director が付属しています。これは
新しい機能が追加されるたびに更新されるため、Day 0 から Day 2 
のプラットフォーム運用をさらに単純化できます。

ワークロードとインフラストラク
チャのテレメトリー

OpenStack のワークロードとインフラストラクチャを一元化されたシ
ステムで監視し、単一のダッシュボードを使用してリソースを視覚化す
るための信頼できる唯一の情報源を提供します。リソースの監視とレ
ポート作成、およびオーケストレーションをサポートするテレメトリー
分析など、OpenStack クラウド上でのデータ収集を単純化します。

分散コンピュートノード 分散コンピュートノードでエッジコンピューティング・アーキテクチャ
を構築し、コンピュートとストレージの位置をデータソースに近づけ
て、コアからエッジまで一貫した一元管理を可能にします。

Red Hat Satellite との統合 ユーザーは Red Hat OpenStack Platform director によって表示
されるイメージおよびホストパッケージ管理を含む、アプリケーショ
ンおよびオペレーティングシステム (OS) のエンタイトルメントの利用
にあたって Red Hat Satellite にアクセスできます。
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特長 メリット

コンテナ化された OpenStack  
サービス

OpenStack サービスをコンテナで実行すると、各サービスを個別に
管理し、スケーリングできます。このため、デプロイ、アップグレード、
ロールバック、管理が単純化され、制御性と柔軟性が向上します。

Red Hat Ansible® Automation 
Platform と Red Hat OpenStack 
Platform director の使用によるデ
プロイ

IT 運用チームは OpenStack デプロイが稼働する前にプレビューし
て、デプロイやアップグレードの潜在的な問題を予測できます。デプ
ロイプロセスに可視性が追加されるので、障害検出やデバッグが効
率的になります。障害が発生しても、分離したデプロイステップを反
復して再適用することもできます。

表 2. プラットフォームのライフサイクル管理

特長 メリット

ライブアップグレードによる信頼性
に優れたデプロイ

Red Hat OpenStack Platform director はインストールプロセス全
体でシステムをチェックし、一貫性のある自動化されたクラウドデプ
ロイを提供します。オーケストレーションされたシステムのアップグ
レードとアップデートをライブで実行し、ダウンタイムがほとんどな
い、本番稼働に適した長期的な安定性をもたらします。 

長期にサポートされるリリースで 
プラットフォームのアップグレード
回数が減少

Red Hat は最大 5 年間 Red Hat OpenStack Platform をサポート
し、2 年に 1 度のアップストリーム OpenStack コミュニティのリリー
スサイクルに基づく最新機能を提供します。これにより、最新機能を
引き続き利用できるため、プラットフォームのメジャーアップグレード
の必要性が低くなります。

イノベーションの統合 Red Hat OpenStack Platform は、コミュニティリリースを 1 つの安
定した機能豊富なバージョンにまとめるなど、旧バージョンの優れた
機能を効果的に統合しています。 

ライフサイクルを通じた新しいイノ
ベーション

機能や特長の追加は、ソフトウェアのリリースライフサイクルを通じ
て行うことができ、プラットフォームのフルアップグレードは不要で
す。つまり、コミュニティの新たなイノベーションがリリースされると、
Red Hat からの新しいバージョンのソフトウェアを待つことなく、こ
れをプラットフォームに組み込むことができるのです。お客様は安定
性を損なうことなく、新しい機能を利用できます。

最新の IT インフラストラクチャ
でクラウドを構築する
クラウド環境のメリットの実現を
望む企業は、OpenStack 向けの
緊密に統合されたスケールアウト
ストレージである Red Hat Ceph 
Storage を直接利用することが
できます。 

Red Hat トレーニングと認定
IT チームが OpenStack のトレー
ニングを受講し、Red Hat の演習
を主体としたコースと実技ベース
の試験で認定を取得できるように
しましょう。

実践的なトレーニングと認定の詳
細をご確認ください。

プロフェッショナルなコンサル
ティングサービス
Red Hat は、以下のようなクラウ
ドテクノロジー・ソリューション向
けのコンサルティング・サービスの
ポートフォリオを提供しています。

• コンサルティングのディスカバ
リー・セッション

• コンサルティングの評価 

プロフェッショナルなコンサル
ティングサービスの詳細をご覧く
ださい。

OpenStack の詳細については、
openstack.org にアクセスしてく
ださい。

クラウド・コンピューティングの詳
細については、「クラウド構築に 
Red Hat を選ぶ理由」をお読みく
ださい。

http://jp.redhat.com
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https://www.redhat.com/ja/topics/cloud-computing/why-choose-red-hat-cloud
https://www.redhat.com/ja/topics/cloud-computing/why-choose-red-hat-cloud
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表 3. 信頼性、可用性、パフォーマンス

特長 メリット

実稼働環境でのテストと強化 広範なパッチ適用、バグ修正、テスト、認定プロセスにより、アップス
トリーム・コミュニティリリースとの互換性とパフォーマンスの範囲が
広がります。

可用性の高いインフラストラクチャ Red Hat OpenStack Platform では、インフラストラクチャの障害
認識、ホストノードの自動退避、ダウンしたノードのフェンシングな
ど、高可用性のためのポリシー駆動型の対策を取り入れています。ま
た、利用可能な残りのホストでワークロードを自動的に再起動する機
能もあります。

パフォーマンス Red Hat Virtualization Hypervisor は OpenStack ワークロード
に対して優れたパフォーマンスを発揮します。Red Hat OpenStack 
Platform では、リアルタイムの KVM コンピュートロールのレイテン
シーは、 Red Hat Enterprise Linux® リアルタイムカーネルを使用
することできわめて低くなっています。

グラフィックス・プロセッシング・ 
ユニット (GPU) と仮想 GPU の 
サポート

人工知能や機械学習 (AI/ML) などの新たなワークロードにハード
ウェア・アクセラレーションされているアプリケーションを使用して、
新しいイノベーションと次世代のカスタマーエクスペリエンスを推進
します。

表 4. セキュリティとコンプライアンス

特長 メリット

Red Hat Enterprise Linux OS SELinux (Security-Enhanced Linux) の軍事レベルのセキュリティ
技術により、OpenStack のパブリック/プライベートクラウドでの運
用に際して、不正侵入を防止し、データを保護します。1

スタックのアクセスと監視 非準拠の仮想マシンの継続的な監視とフラグ付けにより、リソースの
エンタープライズ・ポリシーへの準拠を維持します。詳細なロールベー
スのアクセス制御 (RBAC) とテナント同期で、ユーザーの権限を管
理できます。

シングルソケットレイヤー (SSL) 
証明書による暗号化と、ハード
ウェア・セキュリティ・モジュール 
(HSM) バックエンドのサポートに
よる鍵管理

コントロールフローの暗号化とオプションのデータストアとフローの
暗号化により、プライバシーとデータの整合性が強化されます。証明
書と鍵の一元管理により、最適なセキュリティ管理手法が適用され、
セキュリティの維持と、専用の鍵管理ハードウェアの使用による厳格
なコンプライアンス基準への対応をサポートします。

 1 「政府の標準規格」、Red Hat ナレッジベース記事、2022 年 10 月 5 日。

http://jp.redhat.com
https://access.redhat.com/articles/2918071
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特長 メリット

IPSec VPN から NIC への暗号化
オフロード

より多様な環境をサポートし、VM/テナントレベルでの広帯域のリ
モート IPsec VPN 接続を可能にし、GDPR および Data Security 
Standard (PCI-DSS) などのセキュリティ基準へのコンプライアン
スを強化します。

コンプライアンスの加速化 Federal Risk and Authorization Management Program 
(FedR AMP)、European Telecommunications Standards 
Institute (ETSI)、Agence nationale de la sécurité des systèmes 
d’information (ANSSI) 規制に向けたセキュリティ機能で、使用さ
れる環境の準拠した状態を維持します。また、プラットフォームを複
雑な環境にデプロイして連邦情報処理標準 (FIPS) に対応することも
できます。

表 5. 統合

特長 メリット

コンテナ化されたクラウドネ
イティブ・ワークロードの 
サポート

Red Hat OpenStack Platform と Red Hat OpenShift® の統合により、
Red Hat OpenStack Platform director で管理されるコンテナ化され
たクラウドネイティブ・アプリケーション向けの柔軟なアーキテクチャを
作成できます。これには、ベアメタル Red Hat Enterprise Linux リソース
の Red Hat OpenShift Container Platform に向けたプロビジョニング、
高可用性のための本番稼働に適した OpenShift Container Platform 
クラスタのデプロイメント、OpenShift Container Platform ノードの 
director ベースのスケールアウトおよびスケールインなどの自動化機能が
含まれます。

Red Hat Ceph Storage が
提供する Red Hat Data 
Services

Red Hat Ceph® Storage との統合により、Red Hat OpenStack クラウ
ド向けのスケーラビリティに優れた冗長オブジェクト/ブロック/ファイル
ストレージ・ソリューションが提供されます。これには、クラスタ化された
エンタープライズ・ワークロード向けに、ボリュームを複数のホストおよび
サーバーに同時に接続する機能、director による階層化されたストレー
ジ・アーキテクチャの作成と管理、最適化されたボリューム移行、Ceph 
を使用した内部トラフィックの Internet Protocol Security (IPSec) トン
ネリングが含まれます。Red Data Services にはワークロード別にサービ
ス品質 (QoS) を監視する機能もあり、これは「Noisy Neighbors (うるさ
い隣人)」問題の軽減に役立ちます。

http://jp.redhat.com
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特長 メリット

Open Virtual Network 
(OVN) 移行およびネットワー
クツール

Red Hat OpenStack Platform には、Load Balancing-as-a-Service 
(LBaaS) などのネットワーキングのパフォーマンスと柔軟性を向上させる
複数の機能があり、ユーザーが OVN を活用できるよう支援します。 

拡張可能なエコシステム Red Hat の OpenStack パートナー認定プログラムにより、既存のデー
タセンター投資との統合が単純化されます。このプログラムは、相手先ブ
ランド製造会社 (OEM)、独立系ハードウェアベンダー (IHV)、独立系ソフ
トウェアベンダー (ISV)、チャネルパートナー、システムインテグレーター、
クラウド・サービスプロバイダー (CSP)、マネージド・サービスプロバイ
ダー (MSP) など、ソフトウェア、ハードウェア、サービスの各ベンダーを対
象としています。

技術仕様 

 Red Hat OpenStack Platform は、Red Hat Enterprise Linux の認定を受けているすべてのサーバー
プラットフォーム上で実行されます。各サーバーロールについては、以下の最小要件があります。

コンピュートノード

 � 64 ビット x86 プロセッサー、Intel 64 または AMD64 CPU 拡張サポート、AMD-V または Intel 
Virtualization (Intel VT) ハードウェア仮想化拡張対応 (最小 4 コアを推奨)

 � OPAL ファームウェアを実行する Power 8 または Power 9 システムで ppc64le をサポート

 � 最小 6 GB の RAM (ユーザーが仮想マシンインスタンスに対して利用可能にするメモリー量に応じて
追加 RAM が必要になる場合がある)

 � 最小 40 GB のディスク空き容量 (1 TB を推奨)

 � 1 Gbps ネットワークインタフェースカード × 2 (実稼働環境では 2 枚以上のネットワークインタフェー
スカードを推奨)

 � 各コンピュートノードには、サーバーのマザーボードに Intelligent Platform Management Interface 
(IPMI) が必要

コントローラーノード

 � 64 ビット x86 プロセッサー、Intel 64 または AMD64 CPU 拡張のサポート

 � OPAL ファームウェアを実行する Power 8 または Power 9 システムで ppc64le をサポート

 � 最小 32 GB の RAM (最適なパフォーマンスには 64 GB を推奨)

 � 最小 40 GB のディスク空き容量

 � 1Gbps ネットワークインタフェースカード × 2

http://jp.redhat.com
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Red Hat について
エンタープライズ・オープンソースソフトウェア・ソリューションのプロバイダーとして世界をリードする Red Hat は、コ
ミュニティとの協業により高い信頼性と性能を備える Linux、ハイブリッドクラウド、コンテナ、および Kubernetes テ
クノロジーを提供しています。Red Hat は、新規および既存 IT アプリケーションの統合、クラウドネイティブ・アプリ
ケーションの開発、Red Hat が提供する業界トップレベルのオペレーティングシステムへの標準化、複雑な環境の自動
化、セキュリティ保護、運用管理を支援します。受賞歴のあるサポート、トレーニング、コンサルティングサービスを提
供する Red Hat は、フォーチュン 500 企業に信頼されるアドバイザーです。クラウドプロバイダー、システムインテグ
レーター、アプリケーションベンダー、お客様、オープンソース・コミュニティの戦略的パートナーとして、Red Hat はデ
ジタル化が進む将来に備える企業を支援します。
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Red Hat OpenStack Platform director

 � 8 コア 64 ビット x86 プロセッサー、Intel 64 または AMD64 CPU 拡張のサポート

 � ホスト OS としての Red Hat Enterprise Linux

 � 最小 16 GB の RAM

 � 最小 100 GB のディスク空き容量 (オーバークラウドデプロイまたはアップデートを試行する前には 
10 GB の空き容量が必要)

 � 2 枚以上の 1Gbps ネットワークインタフェースカード (とくにオーバークラウド内の多数のノードをプ
ロビジョニングするなどの、ネットワークトラフィックのプロビジョニングには 10Gbps を推奨)
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